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I. [まじめに

消化管における診断技術の進歩にともない,早 期癌
の発見率は上昇してきており,食 道癌においても早期

癌症例が少しずつ増加してきている。しかし,早 期食

道癌の同時性重複癌の報告は少ない.今回われわれは,

異型上皮を混在する多発粘膜内食道癌と直腸癌の同時

性重複痛を経験したので,若 子の文献的考察を加えて

報告する。

II.症   例

症例 !71歳,女 性.

主訴 !微熱,胸 やけ.

家族歴 :特記すべきことなし。

既往歴 :昭和27年子官筋腫にて子宮摘出術を受け

た。昭和60年狭心症を指摘された。

現病歴 !昭和60年11月初めより,徴 熱と全身俗怠感

があり,某 病院にて入院精査を受けたが,原 因は不明

であった。昭和61年 2月 末,胸 やけがあったため,上

部消化管精査を受けた。内視鏡検査では,食 道下部に

小隆起と,平 坦なびらん様所見が認められ,生 検組織

検査は,squarnous cell carcinomaの診断であった。

手術目的にて当科に転院した.

現症 :体格肥満型,貧 血 ,黄痘なく頭部 ・鎖骨上 リ
ンパ節は触知しなかった。胸部理学所見には異常なく,

腹部は下腹部に手術赦痕を認めたが,他 に異常はな

かった。

入院時検査所見 :Hb 10.Og/dlと 軽度貧血を認めた
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が,生 化学校査では異常なし.腫 瘍マーカーは,car・

cinoeHlbryonic antigen 3.7ng/Hll, 2‐fetOprotein 3.3

ng/ml, carbohydrate antigen 19-95U/mlと ほぼ正

常域であった。

食道 X線 検査 :中部・下部食道に壁の進展不良と軽

度の変形が認められ,バ リウム不整斑を認めたが,明

らかな病変は描出できなかった (図 1).

食道・胃内視鏡検査 !食道第 2窄部より接合部まで,

軽度の不整形びらんが散在し接合部付近に扁平小隆起

が認められた。ルゴール染色にて扁平小隆起と不整形

びらんは不染帯となった (図2).

胸部 computed tomography所 見 :傍食道,縦 隔 リ

ンパ節の腫大は認められず食道壁の肥厚もなかった。

以上の所見より食道癌取扱い規約
1)に従って Im,Ei

の多発型表在癌と診断し,昭 和61年 5月 15日手術を施

行した。

手術所見 :再建先行のため腹部横切開施行,腹 膜播

種,肝 転移なく, リンパ節転移もなかった。胸骨後頸

部食道胃吻合術を施行した。次いで,胸 部操作は第 5

肋間にて開胸した。AO,N(― ),M。 ,Pl。,Stage Iで

胸部食道全摘 Rlを施行した。

切除標本肉限所見 :3つ の隆起性病変 (A:0.6X

O.4cm, B:0.2XO.2cm, C,0.7× 0.3cm)が 小びら

んとともに認められた。ルゴール染色で小隆起 。びら

んはそれぞれ不染常となった (図3).

組織学的所見 :4つ の上皮内癌 (ep)と 1つの粘膜

内癌 (mm)に ,多 数の異型上皮を伴っている中分化型

扁平上皮癌であり (図4)リ ンパ節転移は認められな

かった。 IIlm, ep(十 ), n(一 ), Vo, ow(― ), aw
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図1 食 道X線 像.中 部・下部食道に軽度の変形が認
められるが明らかな病変はない。

図2 内 視鏡所見.上 :軽度の不整形びらんと扁平小

隆起が認められる.下 :ルゴール染色を行うと上記
の部位が不染帯として認められた。

(―),ew(― ),stage Oの早期癌であった (図5).

食道癌術後経過 :術後の経過は良好で, 4週 で転院
した。術後 3カ 月より血便を認め,そ の後便通異常も

出現したため,62年 1月 26日注腸造影を施行,大 腸癌
取扱い規約りによるRaに 隆起性病変を認めた (図6
a),大 腸ファイパーにて隆起型腫瘤あり,生 検組織は
GrOup Vで あった。2月 10日直腸癌の診断で手術施行
した。
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図 3 食 道切除標本.上 :ルゴール染色 :小隆起びら

んが不染帯として認められた.下 :固定標本 :上記
の部位がやや色調が異ってみられた.

図 4 食 道切除標本マップ.

dysplasia

■ ep癌 ,い mm癌 ,

直腸癌手術所見 :腹膜播種,肝 転移, リンパ節転移

手術,郭 清 Rlを行った.

直腸癌切除標本肉眼所見 :大 きさ6.0×5.5cmの 2

型であった (図6b).

組織学的所見 :高分化腺癌で,lyl,vl,sS,n(一 ),
aw(― ),ow(― ),ew(― ),stage IIであった (図
7 ) .

直腸癌術後経過は良好で62年 7月 現在,生 存中であ
る.

IH.考   察
1)早 期食道癌について

本邦における早期食道癌症例は食道疾患研究会の集

計でみると,1981年 の鍋谷らりの集計によれば245例,
そのうち上皮内癌が27例,粘 膜内癌が31例あり,1983



1988年 4月

図5 組 織像.左 :異型上皮(×200,

内癌 (×100,HE染 色)

図 6 a(上 ):と 腸造影 :Ra領 域にapple core sign

を認める。b(下 )!直 腸切除標本 1大きさ55× 6.0

cmの 2型の腫瘍

年の三富ら'の集計では2974/1で,そ の うちep 38例と

なっている.診 断技術の進歩などにより発見数の増加

がみられる。

2)多 発癌とdysplasiaについて

原発性多発食道癌は,第 26回食道疾患研究会(1979)

で,複 数の病巣が互いに離れて存在し,そ のおのおの

の癌が食道内に十分露出し食道原発癌の形態を塁する

ものと定義されている。本邦で報告された多発性食道

癌の頻度は,秋 山ら
',井 手ら。,に よれば,2.9～4.1%

であり,深 達度 epお よび mの ものは,井 手
い,飯 塚の,

中村ゆの報告にみられるのみである。また多発癌の病

巣数について井手ら
いは,原 発性多発性食道癌41例中

副病巣数が 1個 であったもの36例, 2個 あったもの 5

例 と報告している。本症例は 1つ の mm癌 と4つ の

ep癌 の 5病 巣で,最 多の病巣数であった。

Takuboら りは,剖 検例 と手術症例325症例を検索

し,剖検の非食道癌患者の27%に dysplasiaを認め,食

道癌 7例 中 3例 は病変が dysplasiaにとり囲まれ,特
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HE染 色),右 i中分化型扁平上皮癌を示す上皮

図7 組 織像 1高分化型腺癌,ss,lyl,vl,nl→(×10,

HE染 色)

にそのうち 2例 は dysplasiaから癌へ徐々に移行して

いったと述べ,dysplasiaから癌への進展の可能性を

述べている。Satoら
1のも手術標本で dysplasiaから

carcinoma in situへの移行像をしばしば認めている。

中村ら
11),Ushigomeら1分も本症例と同様な広範な

dysplasiaを伴った上皮内癌を報告している。本症例

は多発癌巣の周囲の多くの部分を dysplasiaがとり囲

んでおり,dysplasiaと癌の発生との関連性が示唆さ

れた症例であった。

多発 dysplasiaの発生に関しては,単 発 dySplasia

の水平方向進展による広範囲 dysplasiaが脱落,再 生

により多発の形態をとったものなのか,元 来,多 中心

性にdysplasiaが発生するものなのか,また,両者の要

素を持つものなのかは今後の研究成果を待たなければ

ならない。

臨床的に考えれば,dysplasiaが前癌状態の可能性

があり,徴 小癌が共存している可能性があるので,内

視鏡検査時に発赤・びらんなどの微細病変にも注意し,

ルゴール染色を積極的に行 うべきとの報告
1り～lDがぁ

る。今回の症例も内視鏡により小隆起とびらんで発見

され,ル ゴ
ール染色で不染帯として描出できた症例で

あるので,積 極的な内視鏡 ・ルゴ
ール染色が,早 期食

道癌を発見するために重要であると思われた。

3)食 道同時性重複癌について

重複癌の定義としては,Warrenお よびGatesIのが

一般的であるが,今 回の症例も条件を満たす,同 時性

か果時性かについては,期 間は 1年 とするもの
1のが多
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麦 1 食 道 ・直腸同時性重複癌の本邦報告

(1973-)

く,わ れわれの症例も,初 回食道癌手術後 9カ 月後の

直腸癌であり,同 時性重複癌であると考えた。
1977年10月までの阿保のアンケート調査による全国
統計10では,全食道癌11,732例中,同 時性重複癌は251

例 (2.1%)で ,重 複臓器としては胃が77%と 大多数を
占め,結 揚癌,直 腸癌 44/1ずつ (各16%)と 大腸との

合併は少ないと報告している.

阿保の全国統計では,早 期食道癌と直腸癌との合併
はないとされている。それ以降の食道 。直腸同時性重
複癌症例を,医 学中央雑誌で1986年まで検索したとこ

ろ,4例 の報告1り
～2のがみられた。このうち,早 期食道

癌と直腸癌の同時性重複癌として報告されているのは
2例 のみであった (表 1).

ま と め

異型上皮を混在する4つ の上皮内癌と1つの粘膜内
癌を伴った原発性多発早期食道癌に直腸癌の同時性重
複癌がみられた症例について若子の文献的考察を加え
て報告した.
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